 ２ 平成19年度 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は4,055万人、前年度比98.8％、シェアは29.9％。

・宿泊客数は1,223万6千人、前年度比99.2％、シェアは63.3％。

	
	・夏の海水浴客は７月の台風の影響と８月の伊東市付近のサメ出現の影響などにより前年度比98.0％（約8.2万人の減）となった。

・主要な観光地の宿泊客数は、伊東、下田、伊豆の国において、夏期を中心に

前年度を上回ったが、下半期は減少に転じた。その他の観光地では、月ごとに増減はあるものの、全体としては前年度より減少した。

	富  士
	・観光交流客数は2,613万2千人、前年度比103.6％、シェアは19.3％。

・宿泊客数は153万3千人、前年度比117.1％、シェアは7.9％。

	
	・富士登山者数（新五合目への入込み数）は、前年度比 144.2％（約15万人の増）となった。

・Ｆ１グランプリの開催により入込み客数、周辺市町を含めた宿泊客数が増加した。

	駿  河
	・観光交流客数は2,779万8千人、前年度比103.0％、シェアは20.5％

・宿泊客数は142万2千人、前年度比97.0％、シェアは7.4％。

	
	・「静岡まつり」「廿日会祭」のイベント等により４月の入込み客数が大幅に増加し、「大道芸ワールドカップ」の入込み客数は減少したものの、全体では増加した。

・宿泊客数は４～６月までは、前年度を上回り順調であったが、７月以降減少に転じ、全体としてはやや減少した。

	奥大井
	・観光交流客数は95万9千人、前年度比97.6％、シェアは0.7％。

・宿泊客数は7万8千人、前年度比92.0％、シェアは0.4％。

	
	· 寸又渓谷への入込み客数、日帰り温泉施設への入込み客数がともに減少した。

・宿泊客数の減少率が他地域よりも大きい。

	西駿河
	・観光交流客数は858万3千人、前年度比107.5％、シェアは6.3％。

・宿泊客数は63万3千人、前年度比99.8％、シェアは3.3％。

	
	· 3年に一度の島田の帯まつりや藤枝の飽波神社大祭が開催されたことから、入込み客数が増加した。
· 藤枝市で新たにビジネスホテルがオープンし、宿泊客数が増加した。

	中東遠
	・観光交流客数は1,449万人、前年度比97.3％、シェアは10.7％。

・宿泊客数は93万2千人、前年度比98.0％、シェアは4.8％。

	
	· 昨年度はＮＨＫの大河ドラマ「功名が辻」の放映により関連施設の入込み客数が増加したが、今年度はその反動により減少した。
· 宿泊客数は、磐田市、掛川市、森町で増加したものの、全体ではやや減少した。

	西北遠
	・観光交流客数は1,709万2千人、前年度比98.5％、シェアは12.6％。
・宿泊客数は249万8千人、前年度比102.1％、シェアは12.9％。

	
	· ハイキングや日帰り温泉施設の入込み客数は増加したが、「浜松まつり」や「海開き花火大会」など大規模イベントの入込み客数が減少したため、全体としては減少した。

· 昨年度減少した宿泊客数は、やや回復した。








